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書き込み機能搭載
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六MP3ファイルをオンボードメモリにき込んで ENABLE .28DATA16
V゜L゛2mkΩ

GNO .27再生できます。メモリへの書き込みはモジュール ^

VOL- 150kΩDATA17 DP .26
本体の簡単な操作で行えます。

DATA18 酬.25

NE灯lmkΩ◎オンボードメモリに害き込めるファイル OATA14.24DATA19

フオーマット:MP3フ才ーマット DATA5 GND .23
PREV 51kΩ

爪ES訂 VDD50.22
◎再生時間(本体上の4MBメモリ使用時) 剖SY .21AL

PLAY 15kΩ

ヒツトレート 16k 32k 64k 96k 128k 160k 192k VDD33C .20Ra、1T

LⅨIT AO0_旺Y .19
^COPY

再生時剛秒) 2022 906 仞 325 246 桝 161 OATA22 18SPI_DI

SPI_DO RXD .17

◎ファイルの書き込み方法: TXD .16SPI_CLK

マイクロSD力ードまたはUSBメモリを接続して、 SPI_CEN .15^
スピーカ

ボタン操作でワンタッチで書き込み可能です。 (8ΩIW)

UARr

◎マイクロSD力ード、USBメモリ上のMP3、WAV
ファイルの再生もできます。
※オンボードメモリにMP3ファイルが書き込ま
れていない場合のみ再生できます。

使用可能なマイクロSD力ード/USBメモリ◎音調節機能:32段階
◎容:2GBまで◎電源電圧(VDD50から入力):5VDC
◎ファイルシステム:FAT16またはFAT32

◎出力:8Ωスピーカ伯TL接続、出力IW) フオーマット
アナログライン出力

MP3ファイルの書き込みかた
1.マイクロSD力ードまたはUSBメモリに、書き込みたいMP3ファイル(合計4MBまで)と設定ファイル
「iso""d.mP3」をコピーします。

※設定ファイル「isou"d.mP3」ほ、メモ帳などのテキストエディタを使って、お客様の側で作成して
ください。
※設定ファイル名「isound.mP3」は大文字/小文字の区別があります。「s」が大文字です。注意して
ください。

※ファイルを保存するとき、ファイル名の末尾(拡張子功ぐ「.mP3」になるよう、注意して保存してください。
(「.mP3.t汝」などにならないようにしてください)

マイクロ
AmP3 ーー「

SD力ード

※または
USBメモリ

組み込みタイプ・MP3音声再生モジュール

接続例
USBメモリ

音声再生モジュール
BUSY
^
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「iso"nd.mP3」各設定の内容

動作設定

自再生機能0仟

リセットすると自動的に再生開始

作設定

1曲終わると停止

同じ曲を繰り返し再生

全曲を順番に繰り返し再生

全曲をランダムに再生

ユーザ定データ(何でもかまいません)

+5V

GND

2之kΩ

叩の値

00B.mP3

01

1 音声ファイル(.mP3) C1の値「、※合計4MバイトまでC.mP3

00

m
「isound.mP3」内容例

ーーJ

促
SPO0//

03CI00ノノ
isound.rnP3 Cfoo oo oo o0ノノ Cfの値

設定ファイル

※MP3ファイルは、マイクロSD力ードまたはUSBメモリにコピーした順番に再生されます。

※設定ファイル「isound.m四」ほ、再生したいMP3ファイルをすべてマイクロSD力ードまたはUSB
メモリにコピーしたあと、最後にマイクロSD力ード、またはUSBメモリにコピーします。
(モジュールの仕様上)

※「isound.mP3」が入っていないマイクロSD力ード(またはUSBメモリ)からのコピー操作を行うと、
オンボードメモリほ曲が何も入っていない状態になります。
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2.マイクロSD力ードまナニほUSBメモリにコピーしたファイルを、オンボードメモリに書き込みます。

(1)ファイルをコピーしたマイクロSD力ードをモジュールのソケット1こセットするか、USBメモリを
モジュールに接続し、「copY」スイッチを押したまま「RESET」スイッチを押して雛します。
BUSYのLEDが点滅するまで(約5秒)待ちます。

(2)BUSYのLEDが点滅を開始し、ワアイルの書き込みが始まります。「copY」スイッチを離して、
BUSYのLEDの点滅が終わるまで、しぱらく(約2呼幻待ちます。

(3)BUSYの点滅が終わったら、マイクロSD力ードまたはUSBメモリを取り外して、「RESET」スイッチ
を押して離します。

資料編
モジュールピン配置

(上から見た図)
操作

DATA16.1 28. EN朋LE 短く押す
VOL+

釧D.2 27. GND 長く押す
DATA17.3 26. DPmicrosD 短く押す'

VOL-
DAIA18.4 25. DM 長く押す
DATA19.5 24. DATA14 短く押す

NEXT
DATA5.6 23. GND 長く押す
RES訂.フ 22. VDD50 短く押す

PREVAL.8 21. BUSY 長く押す
ROUT.9 20. VDD33C即0148L

短く押す
PLAYLOUT.10 19. ADC_KEY 長く押す

SPI_D【.11 18. DATM2
短く押す

COPYSPI_DO.12 17. RXD
長く押す

SPI_CLK.13 16. TXD

支1 直接選曲ボタンGND.14 15. SPI_CEN
機能ボタン

1曲目を1回だけ再生IST
※設定ファイル「isouhd.mP3」で、繰リ返し再生や 2曲目を1回だけ再生2ND
ランダム再生にセットしてある場合でも、直接選曲

3曲目を1回だけ再生3RD
ボタンの゜作のほうが優先されます。

4曲目を1回だけ再生4TH(指定した曲を1回だけ再生するようになります)

※一度直接選曲ボタンを押したあとは、りセットボタンを押すぽたは電源を入れ直す沫で、
設定ファイル「isou"d.mP3」中の設定は無効になります。

端子の機能触自調ベ)

備考触自調ベ) 信号名

「L」で1曲目を再生 1_CI DATA16

グラウンド TXD16GND

rU で2曲目を再生 17 RXD3 DATA17

「L」で3曲目を再生 18 DATA224 DATA18

「L」で4曲目を再生 19 ADC_KEY5 DATA19

詳細不明※開放で使用 20 VDD33C6 DATA5

「L」でモジュールをりセット 21 BUSYフ/RESET

ライン出力(アナログ) 22 VりD50AL

スピーカ出力げラス側) GNDROUT 23

スピーカ出力(マイナス側) 24 DATA1410 LOUT

SP1 凡ASH D1信号線(入か 2511 SPI_DI

SPI FLASH D0信号線(出か12 SPI_DO 26

SPI FLASH SCK信号線(入力)13 SPI_CLK 27 GND

グラウンド 28 ENABLEGND14

※ 5番ピン(DATA5)は詳細不明のピンです。開放で使用してください。
・通信用のビンや制御用のピンは、3.3V系ロジックレベルです。(5Vトレラントではありません)・:

5V動作のマイコンを直接接続すると壊れるおそれがありますので、注意してください。
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※1ページの接続例を
参照してください。

機能

音 アップ

音量アップ(高速)

音量ダウン

音ダウン(高速)

次の曲を再生

早送り

前の曲を再生

巻き戻し

再生/一時停止

停止

次の曲を繰り返し再生

ファイノレコピー

組み込みタイプ・MP3音声再生モジュール

操作のしかた
機能ボタン
ボタン

備考触自調ベ)

SP1 凡ASH イネーブル信号

UART 送信データ

UART 受信データ

リセット時「U でファイルコピー

動作指示

3.3V出力

ファイルアクセス中「H」を出力
5VDC 電源入力

グラウンド

rU で繰り返しモード設定

USBメモリン信号線

USBメモリ山信号線

グラウンド

開放で内蔵アンプ有効

SOU804_32M_13SU_131226
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組み込みタイプ・MP3音声再生モジュール

(参考)UART経由でマイコンでコントロールする方法
MP3音声再生モジュールは、マイコンなしでも単体でFLASHメモリ上のMP3ファイルの再生が
できますが、内蔵UARTを使って、マイコンでコントロールすることもできます。

モジュール内蔵のカレンダ時計機能を使いたい場合や、FLASHメモリ上にMP3ファイルをコピー
した状態でSD力ードやUSBメモリ中のファイルを再生したい場合は、マイコンでコントロールする
必要があります。

MP3音声再生モジュールをマイコンと組み合わせて使いたい方は参考にしてください。

注意:モジュールのUART接続用ピンは、5Vトレラントではありません。(33V系ロジックレベル)
5V動作のマイコンを直接接続しないでください。壊れるおそれがあります。

コマンドのフオーマットUARTの通信パラメータ
※コマンドはバイナリで送ります。(16進数で表記しています)◎通信速度:960obps

(例):7E 03 A7 1F 7E
◎データビット長:8ビット

L^エンドコード

甜誌姦」。1ゞ
◎ストップビット:1ビット (O×7E)

パラメータ◎ノやjティ:なし

制御コマンドー覧表(独自調ベ)※このモジュールで利用できる機能のみ載せます。
長さ命令機能 即雌バラメータ 備考

SD力一帥の演奏する曲を選択 OX偶 OXA0 曲番号仕位)曲番号(下位) ※1

SP1凡A謝中の演奏する曲を選択 O×04 0別曲番号(上位)曲番号(下位) ※1

USBメモ1仲の演奏する曲を選択 OX叫 OX胆曲番号仕位)曲番号(下位) ※1

演奏一時中止 Oxm oxA3

演奏停止 OX侃 OXM

次の劇こ進む OX侃 OXA5

前の劇こ戻る OX侃 OXA6

音量設定 OX船 OXA7

Cmbi舵 to play OX叫 OXA8

演奏モード OXW OXA9

Sn力ードカ、らSPIFLASHヘのコビー 0X船 OX麒

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

音量φ0~旧 なし

曲番号(上位) 曲番号(下位) なし

なしモード

OX麒ステータスO×00

蝿BメモリからSPIF[ASHヘのコビー 0×03 0X朋 OX朋ステータスO×00

都腿み演奏(SPIHASHのみ) OX叫 OXAC 曲番号(下位)曲番号(上位) なし

ヨ付のセット O×06 0XBI なし日

時亥1のセット なしO×05 0XB2

現在のボリューム値を読む OXC1 音量(00~旧O×02 0XCI

現在の演奏状態を読む O×02 0XC2 OXC2 ステータス※5

SPIFLA訊中の曲数を読む OX促曲数ロバイト)※1O×02 0XC3

S肋一帥の曲数を読む OX俣曲数ロバイト)※1O×02 0X併

USBメモ1沖の曲数を謹む O×02 0XC5 OX備曲数ロバイト)※1

現在のオーディオファイルの番号 O×02 0XC6 OXC6 曲番号Cバイト)※1

現在の日付を読む O×02 0×01 OXD1日付(4バイト)※4

現在の時刻を謹む OXD2時刻(4バイト)※4O×02 0×02

※1:曲番号はマイクロSD力ード/USBメモリにファイルをコピーした1順番に0001、0002、
となります。

※2:演奏モードはO×00:繰り返しなし、O×01:今の曲を繰り返す、O×02:全曲をり返す、
0畑3:ランダムとなります。

※3:コピーコマンドはコマンド送信直後に命令コード(OXAAまたはOXAB)を送り返し、
その後コピー成功ならぱO×00、コピー失敗ならぱO×01を返します。

※4:日付および時刻は、2進数表記です。(伊上2013年:0加7DD)

※5:演奏状態は、O×01:演奏中、
O×02:停止、O×03:一時停止となります。
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